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Childcare center is a place to take care of children who cannot receive their parents’ kindness at 
home. However, it has been isolated from the social community because it originates from orphanage. 
Children should be brought up in the broader social community because they need interaction with it to 
live happy lives in the future. In my project, I suggest a childcare center with complex social community 
spaces, which are open to the public.  
My project includes living spaces for children and community spaces. They are composed of spatial 
multilevel crossings and have independent functions. I utilizes compositions based on L type blocks. 
◆	 Utilization possibilities of L type blocks; 
	 	 a)	 Extension of horizontal plane, 
	 	 b)	 Connection of vertical spaces, 
	 	 c)	 New rooms made of crossing horizontal and vertical L type blocks. 
 
Key Words : childcare center, social community, complex, L type blocks 	  
 
１．	 目的 
児童養護施設はかつての孤児院に起源があり、現在は虐待を受けた子ども達を預かる場所として機能している
施設である。施設の存在は地域のコミュニティーから遠く、閉鎖的な場所であることが多い。しかしながら本来
施設にいる子ども達も、一般の子ども達と同じようにより広いコミュニティーである、まちや地域の中で育って
いく権利を持っているはずではないだろうか。 
そこで、本計画では児童養護施設に地域のコミュニティーの場所を複合し、都市に建つ地域に開かれた児童養
護施設の在り方を提案することを目標とする。 
 
 
２．	 空間構成	 
（１）水平・垂直方向へ自由に展開するユニット空間 
現在の施設は 6~9 人程度で単位住居とする、ユニットタイプ
のものが主流である。その中でも１ユニットの形に L字型を利用
して出来ている施設は評価されているものが多い。その理由とし
て、L字型は各ユニットにそれぞれコートヤードを持たせ、その
場所を完結した空間にするからであると考えられる。 
L型のユニットでできた施設において、平面方向に豊かな空間
が広がる事例は多く見る一方で、垂直方向への繋がりを考えた施
設はほとんどない。そこで、複数の L字型ユニットを水平・垂直
方向に自由に展開させたときの空間を分析することで、L字型ユ
ニットを利用した施設の新たな空間の広がりを模索する。 
 
図１	 コンセプト図 
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図 3	 	 	 South elevation 
（２）分析	 
２－１．水平方向への拡張	  
表１から分かるように L 字型ブロックは１ブロックの中で、分け方によって１~３カ所の異なる空間をつく
りだすことが出来る。また空間同士は他の空間に影響を与えず、必要に応じて自由に拡張することができる。 
 
２－２．垂直方向の繋がり  
	 垂直方向の繋がりは、視線の広がりである。その効果は空間を実際の床面積よりも広く感じさせる。（表２
参照）上下の繋がりが許されると、上方向へ床も空間も様々に広がっていく。 
 
 
 
 
２－３．絡み合う新たな空間  
	 L字型のブロックが水平・垂直方向に自由に組み合わせると、その間に新たな空間が生まれる。(図２参照) 
ブロックの組み合わせから生まれる新たな空間はブロックの内部とは独立した空間として利用できる。 
	 	  
３．	 設計概要	 
（１）敷地 
	 東京都北区王子に計画を行う。北区は子ども達が過ごすによい自然豊かな環境であると同時に、高齢者同士の
地域コミュニティー活動が活発な地域である。地域の中の高齢者コミュニティーを児童養護施設の中に広げてい
くことで、子ども達の住居と地域の居場所が絡み合うような建築空間を考える。 
	 	 
（２）形態 
	 緩やかな山や谷の起伏によってまちが出来てい
る王子の地形環境に着目し、施設全体にも山と谷
をつくることで地域に呼応する建築を提案する。 
	 施設に居住する0~18歳までの子ども達を幼児、
小学生、中学生、高校生の４エリアに分け、各ユ
ニットを水平・垂直に自由に組み合わせながら、
谷を演出する段上形態にしていく。（図３参照） 
 
（３）絡み合う空間構成	 
	 ３－１．絡み合う住居と地域ひろば	 
	 	 L 字型のブロックが水平・垂直方向に自由に組合
わさることで、新たに生まれた空間を地域のコミュニ
ティー施設にしていく。図 4、5の断面のオレンジ色は
地域のスペース、青色は子ども達の住居ユニットであ
る。２つの機能は独立した関係でありながら、空間や
視線は共有していく。(図４参照) 
 
表１    L字ブロックの拡張パターン 
図 2	 新たに生まれる空間 
表２	 垂直方向のユニットの繋がり方 
図 4	 	 住居と地域の関係 
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 ３－２．絡み合う住居と住居	 
	 	 青色の子ども達の住居部分は、垂直方向の繋がりを追っていくと、１つの動線となっている。住戸と住戸の
間には談話室や共有スペースをもうけることで子ども達のための居場所をつくっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）まとめ	 
	 	 本計画では、子ども達の住居と地域のコミュニティーの空間が絡み合う構成をもった児童養護施設の提案を
した。これまで地域から独立した存在であった児童養護施設を地域に開いたことで、施設で過ごす子ども達も一
般の子ども達と同じように、より広いコミュニティー社会の中で生活することの出来る環境になることを期待し
ている。 
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